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社会参加につながる日本語学習の実践
～新聞切り抜き学習や日本語学習教材作成～
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中上級クラスの「新聞の切り抜き学習」

対象は・・・ 国際社会で「架け橋」的な仕事で活躍して
ほしい外国につながる若者

学習のねらい

自分自身と社会のかかわりを意識すること
の中から、進路を考える力を養う。

日本語で自分の考えを発信できる力を養う

自分と違う意見を尊重し、共に生きていく力
を養う。



学習の方法
ア ワークシートを用いて、新聞切り抜きへの導入（動機付け）を行う。
イ 紙面の構成などの説明をして、声を出して切り抜きを輪読する。
ウ 学習者が知っている漢字や語句の意味に重ね合わせながら、言葉
のネットワークを広げる。

エ 語句の意味を文脈に即して理解する。
オ 三段落構成に注目して、話題、展開（具体例）、意見と文章を理解
する。

カ 学習者の切り抜きに対する意見や感想を述べる。
キ 学習者本人が学んだ内容や課題、疑問点を述べる。
（ク 自分の意見を書く。）



若い世代の声
「新聞ってどう？」
「奨学金をめぐる」
「勉強って」

特集記事・コラム
「ＥＵ離脱」
「角栄とムヒカ」
「トランプ氏の脅威」

取り上げた主な新聞記事

社説
「子どもの貧困」
「燃費データ不正」

「原発エネルギー政策」



先生からの投げかけ
「今日は子どもの日だから

今、多くの子どもが抱えてい
る重要な問題が扱われてい

るね。それは？」

生徒の反応

「学び支え？連鎖断ち切ろ
う？？？」

先生
「言葉を補ったらどう？
子どもの学びを支え

貧困の連鎖を断ち切ろう」 生徒の反応
「６人に１人が貧困

日本にもそんなことがある
んだ。自分の国ではね・・・」

生徒の反応

「奨学金制度の拡充、未来
への投資、とても共感する。
自分も大学で学びたい。」



先生からの投げかけ
「恋をして強くなるって
どんなイメージ？」

生徒の反応
「愛ってお互いに高め合う
のがいいと思う。」

生徒の反応
「恋と愛の違いって？」

「恋したいと思い、うそをつい
たり、かけひきしたりしたのが

よくなかった」



新聞の切り抜き学習の効果

・社会的な課題に対して、自分のことに照らして共感したり、意識し
て意見を述べたりするようなった。
・社会的な課題に関する言葉を知ろうとする態度ができた。
・日本語表現を選ぶようになった。
・進路に対する考え方がしっかりしてきた。

・自分の意見を一方的に話していたのが、相手の意見を聞いて自
分の意見を述べるようになった。
・自分の置かれている環境を客観視できるようになった。



日本語学習教材の作成







ＣＥＭＬＡでの日本語学習の今後の課題

・こうした実践を通して、学習者自身が「自ら学ぶ力」をつけていけ
るようなることが目標である。

・ＣＥＭＬＡの役割として、外国につながる若者が社会参加を果たす
まで見守り、必要な時にサポートできる場として、関わりたい。

・「実用日本語トレーニング」などの学習プログラムを定着化させ、
対象となる若者が積極的に参加したくなるような成果を上げていき
たい。


